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高浜市入札・契約制度に関する意見について（具申） 
 
 
 当委員会は、平成２０年３月から４回にわたり現行の高浜市の入札・契約制度を基に、

平成１９年度及び平成２０年度の工事・物品等の契約に関する入札方法別の入札結果な

どの検討を行ってきました。 
 高浜市の入札・契約制度は、平成６年４月から工事については意向確認型指名競争入

札の導入を行い、平成１１年１月には、この意向確認型指名競争入札を廃止し、設計金

額９千万以上の土木一式工事及び建築一式工事を対象に制限付一般競争入札として実

施してきました。平成１５年１０月以降では、条件付一般競争入札及び低入札価格調査

制度を本格導入し、平成１９年４月からは、工事・コンサルにおいて電子入札を開始し

ています。また、平成１８年７月からは建設工事において指名競争入札を廃止し、原則

一般競争入札へ移行しました。 
これらの取り組みについては、一定の評価をしています。その上で更に、当委員会は、

委員会の設置目的であります市が発注する工事等について、入札及び契約手続きの過程

並びに契約の内容の透明性をより一層高め、公正な競争性を確保するという観点で、こ

れまで検討してきた中で、高浜市入札監視委員会設置要綱第６条に基づき、以下のとお

り意見具申をいたします。 
 なお、当委員会は、今後も高浜市の入札・契約制度及びその運用等について審議を行

い、改善が必要であると認められた場合は、随時、意見具申を行っていく所存でありま

す。 
 

記 
１ 競争性の確保 
 （１）建築工事案件について、参加可能業者が７者又は９者あるにもかかわらず、２

者又は３者と応札業者数が少ない状況が少なからず見受けられる。 



 
 
    また、一般競争入札にあっては、応札業者が１者という案件が見受けられる。 

このため、今後は公正な競争性を確保できるように、業界紙等による情報提供等、

引続き周知徹底に努めることを要する。 
 （２）コンサル業務においては、引き続き案件にふさわしい実績のある業者の参入に

配慮しながら、新規業者の参入も得られるように、指名業者選定に当たって検討

を要する。 
 
２ 品質の確保 
  低入札調査基準価格の金額に該当しない工事で低価格で落札した工事が見受けら

れる。工事完了後の品質は確保されており、特段の問題がないことを確認した。今後

も、低価格で落札された案件については品質を確保する観点から、監督、検査を十分

行うとともに、金額にかかわらず設計内容によっては、最低制限価格の設定をする等

の検討を要する。 
 
３ 地元企業の受注機会の確保 
  官公需についての中小企業者の受注の確保に関する法律に基づき、引続き地元企業

者への受注の機会の増大を図るよう努めることを要する。 
 
４ 予定価格の事前公表 
  予定価格の事前公表については、「予定価格が目安となって競争が制限され価格が

高止まりになること、建設業者の見積り努力を損なわせること、談合が一層容易に行

われる可能性があること」との指摘がある。その点について、当委員会において検討

したが、高浜市においては、これまでに適正な競争を阻害するようなことが生じてい

ないことが確認できた。さらに、予定価格を事前に公表することにより、不正な入札

の抑止や予定価格の漏洩等の不正行為の防止、入札不調の減少による適切な発注時期

の確保並びに複数回数の入札による入札参加者及び発注者の負担の軽減が確認でき

ている。以上のことから、当委員会としては引続き事前公表を行うことが妥当である

と判断する。 
 
（用語解説） 
 
低入札調査基準価格 ： 競争入札により契約を締結しようとする場合において、当該

契約の内容に適合した履行を確保するため、予定価格の制限の

範囲内の価格でも、低入札調査基準価格以下の価格をもつて申

込みをした者については、履行の確保ができるか調査をし、落

札の判断をするところの価格。 
 

最低制限価格    ： 競争入札により契約を締結しようとする場合において、当該

契約の内容に適合した履行を確保するため、予定価格の制限の

範囲内の価格でも、最低制限価格以下の価格をもつて申込みを

した者については落札者としないとする価格。 


